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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

評価軸①-1
組織体制

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
●計画調整担当部署と事業担当部署の連携
・計画実施体制に変更はなく、計画調整担当部署と事業担当部署の連携の下、事業が推進されている。令和7年度も、法定協議会の三好市歴史的風致維持向上計画協議会に進
捗状況や本年度から始まる事業の確認が行える現場での会議とした。開催日：令和7年5月23日
　三好市伝統的建造物群保存地区保存審議会は審議案件がなかったため行わなかった。
　令和7年度の三好市文化財保護審議会を開催し令和7年度の三好市歴史的風致維持向上計画第2期について事業内容等の説明を行い意見を伺った。開催：令和7年4月30日

事業実施に向けての三好市歴史的風致維持向上計画協議会、三好市文化財保護審議会、三好市伝統的建造物群保存地区保存審
議会との連携を深め、円滑な事業の推進を図る。

●計画調整担当部署と事業担当部署の連携

項目

第2期計画も7年目が終わり計画に基づき事業に順次着手し、関係担当部署と連絡調整等を行っているが、これまで
同様に事業（建築及び土木工事）によっては歴史的風致に問題が生じてしまうものも少なくない。当計画の目的や最
終的な目標について理解してもらい実効性のあるような協力体制を整えていく。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

状況を示す写真や資料等

【三好市歴史的風致維持向上計画協議会の開催】
◎開 催 日 Ｒ７．５．２３

〇開催場所 祖谷地区

○主な議事 ・令和６年度事業進捗状況について

【三好市文化財保護審議会の開催】
◎開 催 日 Ｒ７．４．３０

○開催場所 三好市役所
○主な議事 ・三好市文化財指定、調査について・令和６年度事業報告について・令和７年度事業計画（案）について

・三好市歴史的風致維持向上計画第２期について
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

本市の景観計画は、市民、事業者、行政、三好市を訪れる方など関係者が一丸となって良好な景観づくりに取り組む
ことを目指している。そのため届出対象行為外への誘導が課題となる。今後においても、関係者への周知徹底を図る
ため継続的な啓発活動を行う。

地域それぞれが持つ様々な種類の資源による独自の景観特性をはじめ、既存の法規制等の状況に応じたきめ細かく実効性の高い景観づくりを図るため、５つの
区分（ゾーン）分けにより定める基本方針に基づき区域内の行為の制限や良好な景観誘導を図る。特に歴史的風致維持向上計画で設定する重点区域を「歴史的
風致ゾーンⅠ・Ⅱ」として、その特性に応じた景観保全整備に努める。

重点区域における良好な景観を形成する施策

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応

項目

●景観計画の活用と景観条例の運用
・本市では、「歴史的風致維持向上計画」の認定に伴い、平成23年3月「景観計画」の策定、同年6月に「景観条例」の制定、平成24年4月1日に景観条例を施行した。その後、景観パンフレット作成、建築関係業者説明会開催など景観
形成重点地区設置に向けての調査・説明会の開催や、景観計画区域内で工作物の新設等の行為に関して協議を求める区域を新たに設定した。景観重点区域である祖谷地区では、重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山
村落合」で、これまで景観改善事業として令和6年度まで21件の修理修景を行ってきた。令和7年度は１件の修理を行った。平成22年度からは重伝建地区内、令和2年度からは重伝建保存地区外（落合地区）において、景観改善を図る
ために赤や青のトタン屋根を古色系（茶色）で統一するための修景補助事業（屋根塗り替え）を整備し、令和7年度は1棟を行った。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

●景観計画の活用と景観条例の運用

評価軸②-1

【三好市景観計画区域のゾーン分け（区分別）】

三好市歴史的風致維持向上計画で設定する重
点区域の「吉野川支流祖谷川流域祖谷地区」を
「歴史的風致ゾーンⅠ」に、「吉野川中流域池田
町及び井川町地区」を「歴史的風致ゾーンⅡ」に
設定し、三好市歴史的風致維持向上計画と連携
した良好な景観形成を図ることを目指している。

【修景補助事業（屋根塗り替え）】

屋根塗り替え前 屋根塗り替え後

【三好市景観計画書（平成２３年３月）】
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

評価軸③-1

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和元年度～令和９年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備総合事業）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

・歴史的建造物保存修理事業/歴史的建造物の保存・活用を図るために、空き家となった町屋等を取得又は借り上げのうえ修理修景を行い、地域の歴史的風致の
核となる施設として整備する。
・登録有形文化財「山下家住宅別邸」保存修理事業/井川町の町並みにある、登録有形文化財「山下家別邸」を購入し、修理修景を実施し保存及び活用を図る。

項目

●歴史的建造物保存修理事業
●登録有形文化財「山下家住宅別邸」保存修理事業

状況を示す写真や資料等

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

●歴史的建造物保存修理事業●登録文化財「山下家住宅別邸」保存修理事業
・歴史的建造物保存修理事業として、市指定文化財「真鍋家住宅」の修理計画を令和3年度に策定し令和4年度に西門整備の設計を行い、令和5年度に修理工事を行った。令和6年
度には主屋整備設計を行い、令和7年度に修理工事を行った。
・登録有形文化財「山下家住宅別邸」は令和元年度から令和2年度に公開活用のための整備事業を行い、令和3年度より地元団体である辻まち活性化協議会が産直市や食堂とし
て活用し、令和4年度からは他団体も井川茜の会による茜染め体験や辻まちガイドの勉強会等としての活用も行った。また令和6年度からは社会福祉協議会による子供食堂として
の活用が始まった。（利用件数R3：60件・R4：76件・R5：79件・R6：86件・R7：110件　　　）

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

三好市歴史的風致維持向上計画（第1期）からの計画事業であった登録文化財「山下家住宅別邸」は、令和2年度に
公開活用に伴う工事を行い令和3年度より活用を開始。交流拠点施設として活用は増えている。他の歴史的建造物に
ついても各旧町村に「山下家住宅別邸」と同様に保存修理と併せて活用を考えていく必要がある。

【市指定文化財「真鍋家住宅」】

令和７年度工事概要：１階部分屋根瓦葺き替え及び漆喰壁全面修理

施 工 前（袖壁瓦部分）
施 工 後
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-2

項目

●重要有形民俗文化財「祖谷の蔓橋」保存修理事業
●文化財の保存・修理と活用事業

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

・「祖谷の蔓橋」の架け替えに必要な材料となるシラクチカズラ約6ｔの確保が祖谷地区において困難な状況となってい
るため、高知県の国有林で採取している。こうした状況を踏まえ、祖谷地区国有林や民有林を有する関係者と密に連
携し今後はシラクチカズラの植樹箇所を増やし確保に努める。
・文化財の修理は、維持費用の負担が課題であるが、文化財への保存に対する意識を高めていくため住民に丁寧な
説明を行っていく。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

市単独事業

・重要有形民俗文化財「祖谷の蔓橋」保存修理事業/重要有形民俗文化財「祖谷の蔓橋」の保存・活用を図るために、3年に1度の架け替えを行う。ま
た中期では、部分的な修繕を行う。
・文化財の保存・修理と活用事業/経年劣化による破損がみられる指定文化財等の適切及び定期的な保存修理を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

●重要有形民俗文化財「祖谷の蔓橋」保存修理事業●文化財の保存・修理と活用事業
・昭和3年に復元修理が行われ、昭和30年に重要有形民俗文化財に指定されてからは、3年に1度の架け替えが実施され保存及び活用がされてきた。令和7年度は
修理する箇所は見られなかった。
・指定文化財の修理として、国や県の補助制度を活用し建造物2件（重文「木村家」・伝建「長岡家」）の修理を行った。

令和元年度～令和９年度

状況を示す写真や資料等

【文化財の保存・修理と活用事業】

重要伝統的建造物群「三好市東祖谷山村落合」宿泊施設 晴耕 保存修理事業

重要文化財「木村家住宅」保存修理事業（隠居屋） 屋根工事が完工し、仮屋根が撤去

背面部分の葺き替え
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

状況を示す写真や資料等

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

●歴史的建造物等の公開及び活用事業
●歴史的建造物空き家相談事業

令和元年度～令和９年度

市単独事業

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

各指定建造物は、外観からの見学等については概ね公開できているが、内部については空き家であったり、生活空
間として現在住まわれている等の理由から公開していない建造物が多くある。これらの建造物については近年におけ
る文化財の公開に対する社会的なニーズの高まりなどの背景や、文化財の確実な次世代への継承について、所有者
に理解や協力を求めイベント等による限定的な公開が行えるよう努めていく。

評価軸③-3

・歴史的建造物等の公開及び活用事業/指定文化財の建造物を維持管理しながら、地域住民や来館者に公開し、イベント等による公開事業を実施する。
・歴史的建造物空き家相談事業/指定・登録・選定を受けている歴史的建造物は、少子高齢化に伴い空き家が増加し多くの所有者が保存活用に頭を悩ませてい
る。こうした状況から空き家相談窓口の設置や空き家相談会を実施する。

●歴史的建造物の公開及び活用事業について
令和7年度に公開活用されている指定等文化財建造物は下記のとおり。
・市指定文化財「真鍋家住宅」・「馬宮家薬医門」・「西岡家住宅」　（市指定文化財建造物3件中3件とも公開）
・県指定文化財「川人家長屋門」・「阿佐家住宅」・「箸蔵寺観音堂」（県指定文化財建造物3件中3件とも公開※一部内部は非公開）
・国指定文化財「木村家住宅主屋及び隠居屋」・「小采家住宅」・「箸蔵寺本殿他５棟」・「徳善家住宅」（国指定建造物9件中9件とも公開※一部内部は非公開）
・国選定文化財「重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」公開住宅「長岡家住宅」他8棟（公有施設のみ公開）
・国登録有形文化財「山下家住宅別邸」（山下家住宅別邸は調理体験室、多目的室として活用）
※市指定文化財「真鍋家住宅」では、落合重伝建選定20周年を記念し写真展を実施。
●歴史的建造物空き家相談事業について
・井川町地区において、令和7年度の相談は1件（登録文化財熊谷家住宅）。
・池田町地区において、令和７年度の相談は１件（登録文化財百年蔵）

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【歴史的建造物等の公開及び活用事業】

伝建落合選定２０周年記念として、市指定文化財「真鍋家住宅」で写真展の開催

三好市－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

項目

状況を示す写真や資料等

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

・茅材の確保について、茅場は2箇所（重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」、京柱峠茅場）ある
が、高齢化により作業する者が減ってきており、2箇所の茅刈りが困難となってきている。今後は人材の確保（茅刈り
体験会等）も併せて考えていく。
・蔓橋の資材確保について、苗木づくりでは普及啓発も含め効果が出ているが、20年から30年後の資材確保のため
の植樹については足りていない。今後は植樹箇所を増やし確保及び管理について計画を立てる。また、苗木つくりや
植樹活動については、引く続き地元小学校と連携する。

・茅葺屋根葺き替え資材確保事業/重点区域である祖谷地区には15棟の茅葺屋根建造物があり、これらの茅葺屋根維持管理のための茅（ススキ）の確保を実施する。
・祖谷の蔓橋架け替え資材確保事業/重点区域の祖谷地区にある「祖谷の蔓橋」は、3年に1度の架け替えが行われている。材料であるシラクチカズラは1度の架け替えで約6ｔ必要であ
るが、近年は採取できるシラクチカズラは減少傾向である。20年後から30年後の資材確保のため、人工による苗木づくりから山林への植樹活動を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
●茅葺屋根葺き替え資材確保事業
・茅葺屋根葺き替え資材確保として、令和7年度も重点区域である重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」内にある茅場及び「ふるさと文化財の森 京柱峠」にて、
地区保存会と茅刈りを11月に行い、コエグロにより乾燥させている。（令和8年4月～5月に3尺締めにし茅倉庫に移す）
●祖谷の蔓橋架け替え資材確保事業
・令和6年度は中学校が休校となったため行われなかったが、令和7年度は地元小学校と連携し苗木つくりをはじめ、約50株の苗木を作った。開催日：令和7年6月25日　檪生小学校
参加児童生徒数：11名

進捗状況　※計画年次との対応

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

令和元年度～令和９年度

市単独事業

●茅葺屋根葺き替え資材確保事業
●祖谷の蔓橋架け替え資材確保事業

【重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」及び京柱峠での茅材屋根資材確保事業】

茅刈りとコエグロ作り（京柱峠）

【重要有形民俗文化財「祖谷のかずら橋」架け替え資材確保事業】

シラクチカズラ苗木作り

三好市－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

評価軸③-5

●景観整備事業
重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」にある個人所有建造物を対象に屋根の塗り替え及び張替えに対する助成を行い、景観の改善を行った。
令和3年度までは49件94棟の塗り替えを行い、令和7年度は１件1棟を行った。また、令和2年度より伝建地区周辺（落合地区に限る）の建造物に対しても、同様の事
業を行っているが令和7年度は0件であった。

市単独事業

山村集落やうだつの町並みに見られる、伝統的建造物の周辺景観との調和のために行う修景に要する経費の一部を助成。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

景観に配慮した屋根の塗り替えが順次進み、効果が表れているが、地区内の国道沿いは塗り替えを終えていない建
造物が残っている。今後、所有者に景観や魅力度の向上等効果が得られることを説明し、理解や協力を求めていく取
り組みが必要。

進捗状況　※計画年次との対応

●景観整備事業

令和元年度～令和９年度

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

屋根塗り替え前 屋根塗り替え後

【重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」景観整備事業】

対岸（中上地区）からの展望

三好市－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
□実施中
☑未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

町並みにある歴史的建造物が空き家等により解体が行われ、歴史的町並みが失われているため、地元住民の気運
も上がらず無電柱化事業を進めるのは困難になりつつある。今後の対応としては町並み全域でなく一部のエリア（市
所有歴史的建造物「真鍋家住宅」周辺等）を選定し検討を行っていく。

●無電柱化事業

令和元年度～令和９年度

市単独事業

状況を示す写真や資料等

池田町及び井川町のうだつの町並みにおける景観再生を図るため、景観を阻害している電線等を地中化するとともに、車道・歩道・側
溝等についても町並みに調和した美装化整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

●無電柱化事業
・池田町及び井川町のうだつの町並みの景観再生として、無電柱化について地元住民へ提案するが、要望は上がらず進捗していない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
☑計画どおり進捗していない

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

【池田町 うだつの町並み】

【井川町 うだつの町並み】

三好市－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

評価軸③-7

令和元年度～令和９年度

●祖谷の蔓橋架け替え継承事業
●茅葺屋根保存団体の設立及び継承事業
●祖谷石積み工法継承事業

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

各事業、高齢化に伴う後継者不足が一番の課題となっている。今後も引き続き地元の若い方への協力と理解を求め
る。また教育としても地元小中学生への啓発活動に取り組む。

状況を示す写真や資料等

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

各伝統的工法の継承によって、文化財の保護を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
●祖谷の蔓橋架け替え継承事業
・令和7年度は、祖谷の蔓橋架け替え資材確保実行委員会において、地元小学校へ蔓橋の歴史や架け替えについて講義を行った。
●茅葺屋根保存団体の設立及び継承事業
・令和7年度は継承事業として茅葺屋根保存団体では行っていないが、地元の工務店が、重要文化財「木村家」他1棟（P4参照）の茅葺屋根修理を行った。
●祖谷石積み工法継承事業
・令和7年度も行えていない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

市単独事業

【茅葺屋根保存団体の設立及び継承事業】

重要文化財「木村家住宅」隠居屋の地元工務店による茅葺屋根葺き替え

指定当初 令和元年 保存修理 令和８年３月

三好市－9



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

●重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」継承事業●伝統行事担い手支援事業
・重点区域の祖谷地区にある善徳天満宮で、重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」が毎年旧暦6月25日に奉納されている。近年は高齢化による踊り手不足から、
地元小学生達に総合学習の一貫として練習から本番まで参加していただいている。令和7年度も、多くの観光客の前で披露された。開催日：令和7年7月19日　檪生
小学校　参加児童生徒数：11名

少子高齢化、都市部への移住等により西祖谷山村の人口減少は著しく、担い手の育成が大きな課題であるが、今後
も引き続き地元小学校等と連携し保存と伝承の推進に取り組んでいく。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

令和元年度～令和９年度

少子高齢化に伴い踊り手や担い手不足が深刻化していることから、地域内外から伝統行事の担い手として高い志をもった人材を募る
など、支援事業を行い、伝統行事の継続を図る。

●重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」継承事業
●伝統行事担い手支援事業

項目

【重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」継承事業】

天満宮で奉納

三好市－10



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

令和元年度～令和９年度

●急傾斜地農業継承事業

項目

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

●急傾斜地農業継承事業
・重点区域である祖谷地区において、祖谷在来種の保存と伝承の推進として、地元保存団体「祖谷雑穀生産組合」が耕作放棄地を活用してヤツマタ、稗、蕎麦の植え付けを行っ
た。本年度もヤツマタ及びコンニャク芋の植え付けから収穫まで、地元小学生に体験学習として参加していただいた。植付日：令和7年6月27日　収穫日：令和7年10月7日　会場：栂
の峰共同圃場　東祖谷小学校参加児童生徒数：15名・

少子高齢化、都市部への移住等により人口減少は著しく、担い手の育成が大きな課題であるが、今後も引き続き地元
小学校等と連携し保存と伝承の推進に取り組んでいく。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-9

状況を示す写真や資料等

重点区域である祖谷地区において、急傾斜地農業の担い手不足が深刻化している。急傾斜地を利用し作られる農作物は独自のもの
があることから、こうした農業の伝統技術を移住者や、地元小中学生に体験及び継承し技術の維持及び保存を図る。

市単独事業

【祖谷雑穀生産組合による急傾斜地農業継承事業】

雑穀生産体験
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

市内全域の歴史的文化遺産の掘り起しと保存、継承を図る。

市単独事業

令和元年度～令和９年度

●佐野集落文化遺産総合調査
●歴史的文化遺産の掘り起しと保存・継承活動

項目

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

状況を示す写真や資料等

市民の文化財に対する意識は、高まってきているが、まだまだ十分に調査研究（掘り起し）が出来ていなのが現状で
あり課題であるが、令和７年度は漆川の襖からくり絵が調査研究されたことは大きな成果であり、新たな堀り起こしに
繋った。今後とも積極的に事業を進めていく。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

●佐野集落文化遺産総合調査
・重点区域である池田町佐野地区は、四国遍路道として平成29年に雲辺寺道が国の史跡として指定、平成30年には地区内にある建造物5件が国の登録文化財に登録された。令和元年から令和3年では
地元住民による説明板や散策マップを作成した。令和7年度は昨年度に引き続き総合案内看板作成のために地元住民と打ち合わせを行い、看板設置箇所を決定した。
●歴史的文化遺産の掘り起しと保存・継承活動
・池田町漆川の神社倉庫にからくり襖絵が保存されており、関係機関の調査により高い評価を得て三好市の「地域のたから登録」に登録された。（令和8年1月16日）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-10

【歴史的文化遺産の掘り起しと保存・継承活動】

地域のたからに登録された「漆川からくり襖絵」

三好市－12



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

項目

文化財の保存又は活用に関する事項
評価軸④-１

・市内の未指定文化財の調査を行い、文化財登録制度の活用を含め、文化財保護の措置を進める。
・指定、登録を行った文化財は保存状況を把握し、良好な保全が図られるよう保存団体等に適切な指導・助言を行う。
・老朽化が進む建造物は、補助金制度を活用した改修事業を実施するなど、所有者に対し支援を行う。
・市内の公開施設の整備と展示物の充実を図り、有効的な文化財の活用を進める。

●文化財の保存・活用について
●文化財の修理（整備）について

状況を示す写真や資料等

各文化財の保存活用を実施するにあたり、協議が必要となる事案が多くの時間を要するため、人的資源不足が出て
きていることが課題となっている。今後は、人的資源の確保を検討してもらえるよう働きかけていく。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

●文化財の保存・活用について
・各指定文化財等の公開等を行った。（Ｐ5参照）また、県指定文化財「阿佐家住宅」では特別活用として、映画上映・トークイベントの開催を行い約50名が来場し賑わ
いを見せた。開催日：令和7年5月24日　来場者数：約50名
●文化財の修理（整備）について
・各指定文化財の修理を行った。（Ｐ4、Ｐ9参照）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【文化財の保存・活用】

県指定文化財「阿佐家住宅」で「動く大地と暮らす知恵-大地の呼吸に耳を澄ます」映画上映＆トークイベント
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和7年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

項目

文化財の保存又は活用に関する事項

市内に点在する指定及び登録文化財は、平成22年度に歴史的風致維持向上計画（第１期）の認定時より、およそ６０
件増加し、全体で183件（指定122件・登録61件）となった。これらを今後保護及び活用するための人的資源の不足が
課題。どのような保護及び活用をしていくべきか全体計画の策定が必要。そのための人材育成や普及啓発を図るた
め、指定文化財を活用したセミナー、ワークショップ、モニターツアーの３本を積極的に実施する。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

●文化財の保存・活用を行うための施設について
・指定文化財、登録文化財等を公開や交流施設として活用を行った。（Ｐ5参照）
●文化財周辺の環境保全について
・重要伝統的建造物群保存地区「東祖谷山村落合」環境整備として茅刈りを行いコエグロ作りを実施し、歴史的風致保全の取り組みを行った。（P6参照）
●文化財の普及啓発について
・池田町漆川において掘り起こしされたからくり襖絵を地元での展示会だけでなく、中心市街地の公共施設において展示会が行われた。（令和7年9月19日）
・西祖谷地区において、地元小中学生に重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」に関連する行事に参加していただいた。（P10参照）

評価軸④-2

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

・伝統的建造物の公開に努め、交流施設としての活用を推進する。
・文化財及び歴史的風致の普及啓発を図るための回遊性を高める案内標識、説明板等を整備する。
・文化財と農村集落が一体となった良好な環境の畑地や森林の保全に努める。
・文化財に親しんでもらうためのパンフレットやマップ作成等を推進する。

●文化財の保存・活用を行うための施設について
●文化財周辺の環境保全について
●文化財の普及・啓発について

【文化財への意識向上のための普及啓発】

令和7年9月19日 三好市中央公民館 展示会の様子
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進捗評価シート （様式１-４）
評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

評価対象年度 令和7年度
項目 現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

保存・活用に
関わる各種

団体

●文化財の防災について
・重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」において、自主防災組織は高齢化による組織運営ができなくなり解散された。今後は、地元消防団による広域での防災管理となる。
●埋蔵文化財の調査について
・一般住宅建築等により埋蔵文化財の所在確認が提出され、試掘が行われたが遺構・遺物は確認されなかった。
●文化財行政の体制について
・令和7年度は三好市文化財保護審議会を1回開催（令和7年4月30日）に開催し、審議を行った。（P1参照）
●保存・活用に関わる各種団体について
・文化遺産を活かした地域活性化事業として、組織の維持と担い手育成を図るための団体運営補助金の継続して行った。（18団体）また、令和7年度より県指定民俗文化財「山城の鉦踊」の保存継承及び地域活性化を目的としたワークショップを地元中学校と行った。開催
日：令和7年6月25日　山城中学校　参加生徒数：6名

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・三好市地域防災計画に基づき、消防本部、各地区消防団及び自主防災組織を連携させ、文化財等を災害から保護することを推進する。
・包蔵地について、所在、範囲、現況を適切に把握し、関係事業課、開発事業者に埋蔵文化財の保存と保護についての啓発を推進する。
・三好市文化財保護審議会、伝統的建造物群保存地区保存審議会を設置し保存の重要事項の審議を行い、行政部局に学芸員等専門的な職員配置を検討する。
・担い手不足である無形の民俗文化財等保存団体に対して、組織運営補助や用具の整備支援を行い、組織の維持と担い手の育成及び基盤整備の支援を図る。

●文化財の防災について
●埋蔵文化財の取扱いについて
●文化財行政の体制について
●各種団体の状況について

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）
・指定文化財等の防災設備の設置について、補助制度は設けられているが設備の設置が整っていない物件は多くある。そのため、施設の所有者に対し、早期の設備整備に向けた理解と協力を
得るための継続的な働きかけが必要。
・文化財の保存活用を進めるには、所有者や地域だけでなく、関係団体との連携も重要であるため、関連事業の情報提供や活用に向けた方策を考えるための意見交換や情報交換を継続的に行
うことが必要。
・埋蔵文化財は、土地所有者をはじめ関係事業課及び関係事業者の理解を得るのに時間がかかる。埋蔵文化財は地域の歴史や文化の成り立ちがわかる歴史的財産であることを理解してもら
い、関係者の協力を得るための継続的な働きかけが必要。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

【保存・活用に関わる各種団体との連携による地域活性化】

県指定文化財「山城の鉦踊」
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